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論 文 内 容 の 要 旨 

申請者の学位論文では、Pd-フェナントロリン錯体の反応性を利用する、多置換芳香族複素環化合物合

成法の開発検討について述べられている。1 章は序章であり、これらの検討の位置づけが述べられて

いる。2 章では、この錯体触媒の性質を利用し、一つの反応容器に次々反応剤を加えていくことによ

る、逐次アリール化反応を達成したことについて述べられている。3 章では、分子内に通常の触媒を

用いると先に反応してしまう、臭素を導入したアゾール類の炭素—水素結合選択的反応が達成できるこ

とを明らかにし、さらに残った臭素部位を足がかりにして、生理活性化合物が容易に合成できるよう

になったことを記述している。4 章では、この錯体が安定なキレート構造を持っている点ならびにフ

ェナントロリンがチオカルボニル基に対して反応しない特徴を利用し、これまで達成されたことのな

いチオアミドを持つ化合物の炭素—水素結合直接アリール化反応を展開したことについて記載されて

いる。5章では、パラジウム−フェナントロリン錯体のπ酸性に注目し、オルトアルキニルチオアニソ

ールの環化反応を展開した内容について述べられている。 

 

論文審査結果の要旨 

2 から 4章はすでに学術紙に掲載されており、そのうち 3、4章に関連する 2報の発表論文は博士後期

課程進学後の研究内容である。5 章も学術紙への投稿準備段階にあり近々刊行予定であり、審査合格

の要件を満たしている。全体として、これまで未踏であった、パラジウム–フェナントロリン系配位子

錯体触媒の新しい反応性としての炭素-水素結合の直接官能基化反応をもちいる、様々な実用的合成展

開の可能性を幅広く明らかにしていった内容が記されており、学術的に高い意義がある研究が進めら

れている。また、公聴会においても様々な質問が飛び交う中、いずれも的確な応答ができており、こ

の点も高く評価できた。 

 

最終試験結果の要旨 

以上、提出された学位論文、ならびに公聴会での質疑応答の結果、本論文は博士の学位に相応しい内

容を有しており、山内氏自身博士の学位に相応しい資質を有していることが認められた。よって、最

終試験の結果を合格とした。 
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